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國 も
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占

部

百

太

.
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(
I

)
. 

，

^
英
國
の
.國

#
制
度
：の
起
つ

'た
事
：を

‘考
M
す
：る
に
當
つ
て
、我
等
は 

の
は
、人
民
が
代

,
的
制

k
を
要
求
し
た
所
か
ら
起

5
、國
王
は
そ
れ

會

を

召

一

集

す

る

や

ぅ

^
な
つ
た
と
云
ふ
考
.は
間
違
つ
て
居
る
か
ら
、先
づ
其
考
を
疋

3

な
け
れ 

; 

> 

;

へ
ば
：な

ら

ぬ°

英
國
民
が
國
龠
議
員
ど
云
ふ
役
に
就
き
た
い
と
か
、或
は
自
分
が
國
會
に
代
教

す
 

る
特
權
を
欲
求
す
る
ど
か
云
ふ
や
ぅ
な
形
跡

'

を
發
見
す
る

i

の
出
來
る
の
は
、十
五
世

C

頃
の 

こ

と
で
あ
つ
て
、典
前
に
は
.左
樣
な

' 

乙
と
は
殆
ど
全
ぐ
な
か
つ
た

0

で
あ
る
。
十
沄

£

4
祀
以
‘前
 

.

に
，方
つ
て
は
騎
士
ど
ヵ
市
民
ど
ヵ
云
ふ
者
が
國
曾
に
出
る
や
ぅ
に
耍
求
し
た
の
は
國
モ
の
ヶ 

,

.

か
ら
で
あ
ヴ
て
.、騎
士
や
市

K

は
却
て
、
® !

王
の

.
要
求
を
避
け
ん
が
爲
，に
出
來
る
限

b

い、ろ

/

\

 

の
ロ
實
々
，設
け
た
の
：

.で
'
:ぁ
：る
々

.,
:

殊
に
都
市
の
市
民
は
國
會
に
呼
出

-

さ
^

る
こ
ど
を
嫩
っ

.て
、各

都
市
は
代
議
士
選
出

.
の
負
擔
を
免
れ
ん
が
爲
、屢

t

州
舉
行
に
贿
賂
を
躍
つ
れ
程
で 

ぐ
チ
，
‘

ス
タ
：
1

の

市

民

，
は

.
郤
 

云
ふ
ロ
實
で

- 

^
國
會
.に
召
集

$

れ
る
：こ

^

を
錶
が
れ
た
ぃ

>

願
つ
て
ビ
う

ノ

う
：其
の
目
的
を 

0 
士
の
：方
に
ネ
矢

.
張

P

國
會
に
出
る
乙
ビ
を
成
る
ベ

く

避
け
た
い
ビ
云
ふ
考

Q

 

幾
ら
も
邡
例
が
ぁ

.
る
。
乳
の
時
代
は
朱
だ
交
通
が
不
植
で
ぁ
つ
て
、偷
敦
と
力
ク 

タ
ー
と
か
、國
會
の
場
處
逛
行
く
に
は
、十
々
费
用
も
掛
り
、代

.
表
漭
を
出
し
た

#

民 

し

な
け
れ
ぶ
な
ら
稿
の
み
な
ら
ず
、代
，表
者
を
#

つ
た
が
，爲
に
却
つ
イ
.多
く
の
桃

3

さ
せ
ら
れ
る
珠
れ
：も
あ
ら
た
.か
ら
鱗
土

 

V

市
民
も
，成

.
る
ベ
、く
風
煮
出
た

ふ
の
索

4

般
に
其
の
時
代
の
氣
風
で

. *

り
^
ノ
 

. 

*

-

そ
れ

か
ら
，國
會
制
度
の

發
展
を
了
解
せ
ん

♦か
爲
に
は
、先
づ
我
等
は
普
狐
の
自 

:

の
*1
命
は
奈
何
で
あ

o'
/2
か
ビ

.云
ふ
こ
と
を
知
ら
ぶ
け
れ
ば

r;
.らぬ‘アンク
 

の
部
落
が
英

.既
に
侵
入
し
て
、を
れ

A
\ 

^
さ

な
王
國
を
建
て
、る
や

.う
K
な
つ
て 

逸

e
行
は
れ
て
居
つ
た
民
會
ど
云
ふ
も
の
は
其

-®
矢
張

' 

K
V
英
國
で

も

行
は
.れ
れ

あ
ク
た
。

ゴ

:

i

ぅ
か
五
年 

達
し
れ
。

は
、
 

.あ
つ
れ
こ
ミ

ィ
ン
チ

X.
ス

は
之
を
筒

® , 

を

國
:+
:

か

ら
 

/

\

な
い
ど

?

由
民
な
る
潘

.ロ.。サ
ク
ソ
シ

.

か
ら
、元
來
獨 

,，そ
れ
が
各

'

第
十
五
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諭 
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|
英
■

肅
度
I
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號

ニ

‘

I小
S
な
王
國

0
國
會
士

.•な
o
没
の
で
あ
る
。：
所
が
是
等
，
王

.画

.は
や
が
て
一
番
强
大
な
ゥ
ェ 

:

、

セ
ッ
ク
ス
王
國
に
併
备
夺
れ
：て
、玆
に
英
國
統

1
の
«
緖
：が
開
け
る
.乙
ど

{:
な
っ
た
。
そ
れ
で 

以

^
は

】
：の
王
國
で
あ

.つ
た
も
の
が
、今
度
は
英
吉
利
せ
云
ふ
統

 

一
g
れ
た
王
國
の

」

州
に
な 

っ

^
の
だ
か
ら
、そ
れ
ら
以
爾
の
小
王
國
の
國
會
は
、其
儘
咎
洲
の

『

州
會』

(

s
f 

M
o
o
t

な
っ
た 

の
で
あ
る
？

:そ
.こーで：普
通

.の
自
由
民
は
自
然

fc
代
表
せ
ら
る
、
こ
ど
に
な
っ
た
の
で
あ 

.
る
、
を
れ
は
大
：抵
各

『

邑J(tolship)

か
ら
邑
長

.外
四
名
の
代
表
者
を
出
し
て
居
っ
た
。

さ

.ラ

レ

.
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5

出
す 

ビ
ヵ
或
は
^

廻
裁
：判
官
が
國
：王
か
ら
.命
せ
ら
れ

5̂̂

.

る
ビ
ヵ
r
々
0
こ
ど
，を
や
っ
て
居
っ
^
。

故
に
代
議
制
度
の
練
習
は
、旣

R
是
等
の
州
會
で
や 

っ
，て
居
っ
た
の
^
あ
る
か
ら
、此
の
制
度
を
一
國
の
政
治
に
適
用
す
る
や
ぅ
.に
至
る
こ
と
は
、
_ 

、

ゼ

然

0

«
序
で
，あ
る
。

ァ
.ン
グ
ロ
。.步
ク
ソ
ン
王
朝
の
時
代
に『

サ
ク
：
ノ
ン
國
會』

(
w
i
t
i
g
e
m
o
t
)

 

が
ぁ
っ
な
や
ぅ
{:
、ノ
ル
マ
：ン
政
府
以
後
に
は
、矢
張
り

『
ノ
ル
マ
ン
國
會

』
(Great council)

ビ
云
ふ 

、のか
ぁ
り
て
、是
れ
に
は
貴
族
、僧
侶
、其
.他
國
王
の
近
侍
の
大
毘
、

『

貴
士』

?
|)

な
ど
が
召
錐
せ 

&

れ
て
、時
々
會
謎
を

_

い
た
"

原
則
せ
し
て

k
.國
王
か
ら
直
接
に
.土
地
を
砰
領
し
て
居
る
所

®『

tc
^
拜
領

者』
(tenant-in-chief j

即
ち

‘直.&は
悉
く

 

ノ
ル
マ
ン
國
會
に
-出
席
す
る
指
坪
力
あ
つ 

こ
0

'1
:併
し

な

が

；
ら
.、
交
：»
不
便
の
時
代
に
.璘
隔
の
首
府
迄
籐
々
费
用
を
傯
つ
て
逛
等
の
小
さ
な 

直
.
2
1が
.出
-席
す
る
こ
と
は
到
底
紐

^

れ
な
：；

.い
こ
ぐ
し
で
あ
つ
た
か

..ら
、彼
等
，が
出
席
し
れ
と
云
ふ

や
う
な
こ
と
は
餘
办
記
錄
に
逍
つ
て
居
な

’い。

?

c

nい
ら
！1"大

貴
.族
.

』
.(barones. majol.es)' VJ『

小
貴
族

』
(

cr
w
s
n
e
s 

,minores)

と
の

E

另
力
あ
る
ィ

^
.
. 

一
族
は
其
の
氪
格
に
ま
て
ば
大
貴
族
と
同

^;
'
t
あ
る
け

れ
ど
も
、
後

R
述
ぶ
る
や
う
に
、結
局
大
貴 

族
と
分
れ
て
、後
：に
は
都
市

0.
;代
表
翁
ミ
が
、其
他
普
通
の
自
由
民
ビ
運
命
を
共
に
す
る
や
う
に 

.な
つ

.た
。
.
ど
う
し
て
區
.別
ぜ
ら
れ
た
か
ご
云
ふ
く
ノ

 \

マ
ン
國
會
に
國
王
办
大

A

族
に
は
和 

別
に
其
人
を
指
し
て
孖
集
狀
を
發
し
た
。

"
大
僧
芷
ど
か
、僧

IH
ど
か
、僧
院

■長

S

か
云
ふ
や
う
な 

;■
:歌
會
の
代
表
者
も
、大
貴
缉
と

.同

.

1

の
.特
別
：召
集
狀
に
ょ
つ
て
國
會
に
喚

j

れ
人
沔
が
ィ
貴

. 

族
文
ノ
 

v

r
ン
國
曾

’に
%
帘
す
る
權
利
は
あ

り
、
國
玉
の
方
.で
も
固
ょ
り
彼
等
の
出
席
を
蟹
ん 

.
で
S

た
に
も
拘
は
ら
す
、別
段
に
召
集
狀
を
發
し
な
か
っ
た
。
後
に
蕺
等
の
小

-ft
族
即
ち
騎 

士
の
階
級
の
人
々
も
、國
會
に
出
席
す
る
や
う
に
な
つ
れ
の
で
ぁ
る
が
、是
れ
は
貴
族
ビ
云
ふ
資 

格
ょ

>

气
寧
ろ

_

の
：代

»

者

^

云
‘

資
格
で
、解
十

l
i ニ
世
^
の
國
會
に
召
集
せ

ら
れ

た
の
で
あ 

笫十
_

,'
,(

5
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號
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0 

る
か

：..
ら
、要
す
る

.

.で
大
：貴
族

 

<
 
小
貴
族
ビ
は
召
：集

«

'の
如
何
に

.依
つ
て
，分
れ
る
こ

V
J

に
な
つ
た
 

‘

の
；：で
：
あ
：
る';
0

,尙
ほ

」

大
貴

‘族
は
州
舉
行
の
手
を
通
汜
な
い
で
、直
接
國
、王
に
稅
を
拂
つ
た
の
み
な
 

,

\ 

ら
中
、國
，王
‘

戰
爭
を
す
る
時
に
は
、自
ら
旗
を
翻
へ
し
、一

_

を
引
述
れ
て
國
王
の
御
伴
を
し
た

.
:,
の
：で
，あ
る

。
0

: 

...- 

‘
 

: 

/

.

.

.
: 

. 

%

,
 

然しサクソン國曾と云ひ

、
,
ダ
マ
シ
國
’會
ど
云
ひ
、謂

は

.父

英
崩
會

$

先
驅
潘
で
か
つ
て
、

未
だ
眞

.正
の
意
義
に
於
け
る
國
會
で
は
な
か
つ
た
。
英
國
の
所
謂
パ

I

リ
-
ァ
メ
ン
ト
の
起

K
 

'
は
第
十
三
世
紀
に
在
る
の
で

‘あ
る

。
.

. 

‘

.

:

:

.

.

、
自

)

...

..:

.
圓
•

.

艾
國
の
パ
、

タ
：ァ
メ
ン
ト
が
初
め\て
召
集

3
れ
た
の
は

*1
ニ
ー 

三
年
で
あ
る
。
當
時
の
國 

—

.

王
’
-
ョ

ン
は

‘財
政
.上
：及
び
：政
治
上
の
必
要
に

迫

ら

：
れ

‘
て

、各

奉
行

に
^

て
た

.召
集
狀
に
依
つ
，て

.

各
州
ょ
办
四

A

づ
，v:

p
:

思
寧
あ
る
騎
士
を

.ば
、國
王
と
共
に
國
事
を
討
議
す
る
爲
國
會
に
列
席
 

せ
し
め
た
。
場
所
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
あ
つ
た
。

.然
る
に
是
ょ
办
數
ヶ
月
前
、同
王
は
羅

爽
法
：王
の
離
門

(

I

s

c

t

)

.
に
因
て

_
:各
懷

1£
_
|の
蒙
つ
，た
る
掼
害
；额
を
評
價
せ
し
め
ん
が
爲
、王
.領

.

. 

.

.

.

. 

.

.

.

.
 

.

:

の
各
邑
か
ら

四
人
の
總
代
ビ
邑
提
ビ
を
セ

V

ト
ン
-V
T

ル
バ
ン
ス

R

召
集
、す
可
き
旨
を
州
舉
行
に

命
令
し
た
：の
で
あ
る
。

.：是
れ
が
英
國
の
中
央
議
會
に

..州
ゃ
都
市
選
擧

.區

.の
代
表

^

が
列
席
し 

た

>1
矢
で
あ
る
。
兹
に
注
意
す
ベ
き
は
、豫
め
風
會
を
召
集
す
る
に
方
つ
て
、久
し
き
間
何
人
に 

も
知
ら
れ
て
居
つ
た
：州

裁
剑
所
及

び
州
窣

.行

等
；の

從

來

0 ;
機
關
を
利
用
し
た
こ
ビ
で

.あ
る
。

而
も

»

*

出
の
四
人
の

■
騎
士
及
び
四
人
の
邑
の
總
代
ビ
邑
長

)
J

を
代
表

'

せ
し
む
る
事
が
、今
迄 

久
.
し
く
，他
方

_

曾
で
茸
に
慣
'れ
て
居
つ

f
 

5

の
は
.、上
古
以
來
四

■
總
代
及
び
.邑
長
は
邑
を 

代
表

.
し
て
州
裁
判
に
出
頭
し
て

.
居
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
今
は
唯
だ
國
王
の
召
集
に
依
つ
て
、ォ
 

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

€

か、セ

.
ン
ト

*

ォ
グ
パ

.ン
ス

€

が

に
、是
等
の
代
表
者
を
送
り
出
す
こ
と
の
外
*何
 

等
の
準
備
も
要
し
な
い
の
で
あ
る
。
斯
の
如
ス
莴
事
が
整
頓
し
て
居
つ
た
が
爲
、後
他
に
非
常 

夺」

る
影
響
を
與
へ
た

I

地
方
的
代
議
制
か
ら
中
央
的
代

i i

制
に
轸
る
過
彼
は
®
め
て
圆
猾
に
行 

づ
：
た

?

あ
る

o

を
れ
か
ら

四
：
十
；
年
後

即
ち
 

一
ニ
五
四
年
に
其
の
經
驗
が

も
ぅ
一
度

繰

返
さ 

れ
た
。
そ
れ
は
へ

ン
リ
ー
三
世
の
王

®

と

n

丨

V

ヲ

ー

ル
伯
”
チ
ャ

[■
■

ド

は
へ

ン'リ
ー
三
世 

が
*

蘭

西

の

，ガ

ス
 

'
 

丨

r

ユ
に
行
っ
て
居

.
つ
れ

.
間
«

政
で
あ
つ

/ a

が
、此
の

ニ
人
が
矢
張
り
孽 

事
の
補
助
金
を
調
達
せ
ん
が
爲
、

.T.

國
の
貴
族
、僧
侶
、其
他
大
官
の
國
'會

を
召
集

し
れ
。

即
ち
攝 

，政
等
は
 

一’ 

ニ

五

四

年

の

，四
月
"
各
：州
か
ら
ニ

.
人
の
騎
士
を
曾
議
に

.
呼

出

し

て

"果

し

て
そ

れ
ら

の

第
十
范-验

(

1
0
九.三)
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0

英
國
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會
制
敗
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越
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• 

I 

• 
• 

.

':

,
選
擧
區
ば
此
の
補
助

.金
0

供
與
を
承
知
す
る
か
ど

5

か 

< 
云
ふ
こ
と
を
尋
ね
た
。
所
が
是
等 

の
孖
集
せ
ら
れ
穴
騎
士
は
、勝
政
に
向
っ
て
唯
だ
谷
地
方
の
不
平
や
苦
情
を
訴

へ
た
に

.過
ぎ
な

. 

:

,
か
0

;̂

。
そ
れ
か
ら
五
年
後
に
へ
シ
タ

I

三
世
に
反
對
し
た
貴
族
の
御

.棚
連
は
セ
ン
ト
，
ォ
ル 

\

ン

ス
に

會
議
を

_
い
て
、各

州

か
ら

三
人
づ
、
代
表
潜
を
召
集
し
て
、そ
れ

&
の
騎
士
を

0

分 

の
*

力
に
し
や
う
ビ
企
て
た
。
所

が

國
壬
へ

.

ン
リ
ー
も
そ
れ
に
對
抗
せ

.ん
が
爲
、ク

ィ

ン
ゾ

X 

:

:

に
谷
州
か
ら
代
表
常
を
送
る
や
う
に
と
訓
舉
行
に
：訓
令
を
與
へ
た
。
然
る
，に"此
時
州
の
代
炭 

潘
は
：ど
ち
ら
の
召
集
に
も
應
じ
な
炉
つ

?2

。
:'
ト

'

.

. 

. 

醒

.

所
が
こ
、
に
シ
モ
ン

r
ド

•
.モ
シ
ト
フ
ォ
ダ
ト
ヾ
し
云
ふ
人
物
が
貴

-族
a
の
旗
頭

S
し
て
親
は 

れ
て
ビ
う
ど
う
べ
ン

I
ト
三
世
匕
貴
族

S
の
間
に

1
丨
ィ
ス

V

ビ

云
ふ
所
で
戰

W
が
行
は
れ
、國 

王
及
び

fi
l
太
子
エ
ド
ヮ
ー
ド
は
補
虜
に

:.
:な
.つ
て
：了
つ

.た
。
.
s

iし
て
シ
モ
ン
*ド
ふ
ン
ト
フ
ォ 

ト
が
，愈

-
英
"國
の
權
カ
を
握
る

」

ナ
と
に
な
つ
れ
。
彼
が
英
國
の
主
人
に
な
つ
た
最
初
の
事

業
は
.何
で
あ
る
か
ヾ

」

ニ
ム
ふ
ビ
、國

.會

.を
«
‘集
す
る
こ
と
で
あ
つ
た
其
の
國
會
に
は
、各
州
か
ら

. 

. 

.

. 

' 

• 

,

四
入
の
騎
士
が
代
表
せ
ら
れ
る
や
う
に
ヒ
の
命
命
を
與
へ
：た
？
そ
乙
で
，.楚
等
の
會
議
が

_
か

れ
、政
府
の
組
織
を
立
て
た
。

其
の
組
織
に
孩
，る
ご
、國
王
は

.
九
人
の
評
議

'
會
‘の
忠
吿
に
從
つ
て 

政
治
，を

行

が

な

け

：れ
.
ば
.
な
ら

.
ぬ、其
中
の
三

.

人
は
絕
ぇ
ャ
國

.
主
の
間
圍
.に
居
つ
て
常
住
の
輔
佐 

を
す
る

:̂

云
ふ

の

，

で
あ
る
。
そ
へ
れ
が
ら
其

'
の

.
琴
年

の

.一
 

ニ
ふ
ハ
* :
¥

.

0

初

め

.
^
、
シ

モ

ン
*

ド
.モン
 

ト
フ

方

ル
f

は
有

名

な
る
國
會
を
：召
集
し

た
。

此
の

_

會
R -

は
：锻
に
反
：對
の
貴
族
は
勿
論

«
 

集
せ
ら

_れ
な
か
つ
た
。

次
ぅ
し
て
州
奉
行
は
谷
州
か
ら
ニ
人
の
騎
士
を
選
出
す
る
や
ぅ
に

€ 

の
命
，令

を

受

け
、
而
し
て
別
々
；

0

召
集
狀
が
主
な

.る
都
市
に
送

.
ら〔

れ
た
。

:

此
の
國
會

R
は
、そ
れ 

ぐ

#
都
市
が
ニ
人
の
代

_
截
を
送
る
や
ー
ぅ
に
ミ
の
命
分
を
受
け
た

0
所
が
シ
モ

ン
，ド
4

ン
 

ト
フ
オ
ダ
ト
を
後
世
に
至

.つ
て
、

英
國
：
の
庶

K
院
の
創

設

#
で
あ
る

と
，稱
.讚
す

る

け
れ
ど
も
、

彼

の
召
：集
し
た
國
會
な
る
も
の
は
、公
年
な
る
英
國
：全
體
の
國
會
で
は

®
く
し
て
、彼
の
黨
派
の

貧
で
あ
つ
た
こ

w

は
.、沛
の
代

.表
溝

.を
召
集
す
る
に

.も
、州
窣
行
を

.，通
じ
な

V
で
直
接
彼
の
眯

.,■
 

. 

•

■;
,

.
た
る
市
の
市
長
を
通
じ
て
：

®
出
せ
し

.め
た
Z

ビ

I;
徵
し
て
も
明
，か
で
あ
る
。
而
か
も
シ
モ 

，ドv

モ
ン
ト
フ
ォ

,
ト
.に
此
の

.國
會
を
永
久
的
制
度

V

せ
ん

S
の
考
が
あ
つ
た
か
ど
ぅ
か
ビ 

:

ふ
ビ
、其
れ
も
隨
分
疑
は

.；し
い
。

.
Wだ
.，ニ
 I

六
四
年
の
政
府
組
織
を
承
！

I

せ
し

め

ん
が
讀
に 

”，集
し
た
も
の
で
あ

9
:て
、激
年

ハ̂.月

0.
召
集
狀
に
は
：

.僧

.侶
ビ
大
貴

.族
の
み

.沿
：集
せ
ら
れ
た
。

;
:
.
,
,
笫十
3£
#

(

1
0
九五)

.

^

:說

英

國

_
會
制
度
め
起
腐
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第
八
號

三
四
 

，
 

■:
4
に
其
の
國
會
に
庶
民
が
，出
席
し
た
ど
云
ふ
こ
と
に
，就
て
は
、何
等
の
記
錄
も
殘
つ
て
砠
な
い
。

:

そ
'れ
か
ら
、V

'

ン
。
.
rモ
ン
ト
フ
ォ
ル
ト
は
國
會
の
祖
織
を
西
班
牙
の

K
」

フ
ゴ
ン
か
、伊
太
利 

:

の
,ダ
シ
リ
ア
か
、或
は

»

«
西
の
ガ
ス
〒

|
ソ
ー
ユ
か
ら
藉
ぅ
て
來
だ
ビ
云
ふ
^
が
あ
る
け
れ
ど 

•も
、而
も
彼
の
偉

S
點
は
、何
れ
に
も
，せ
ょ
彼
が
現
在
存
し
て
.居
つ
た
制
度
を
巧
妓
に
利
用
し
た 

.J

ビ
、、自
分
は
一
外
國
人
で
あ

ク

た

に
拘
は
ら

't
'、全
然
英
國
的
基
礎
の
：

q

に
制
度
を
立
て

、

行
働
し

^
こ
と
：で
あ
|る
3
英
國
の
都
市
の

.代
表
*
が
召
集
せ
ら
れ
た

^.
云
つ
て
も
、シ
モ
ン
•ド

. 

モ
：
ン

ト

：ス

ォ

ル

ト

の
味
方

_
都
.市
^
げ
.が
召
集
氧
れ
て
、反
對
の
侧
の
都
市
は
召
集
せ
ら
れ
な 

か
つ
た

t
云
ふ
や
ぅ
な
黨
派
的
の
、考
が
あ
づ
た
痕
跡
は
あ
る
け
れ
ど
も
、都
市
の
代
表
者
が
國 

會
に
初
め
て
召
：集

4
ら
れ
た
の
は
、兎
に
角
此
の

「

ニ
六
五
年
、の
國
會

.の
特
色
で
あ
つ
て
、シ
モ 

ン
力

英
國
の
掘
會
细
度
に
功
勞
が
あ
つ
た
ビ
云
は
れ
る
所
以
で
あ
る
。

シ
モ
ン
，
ド
，
モ
ン
ト
フ
ォ
ルト

が
英
國

0
國
會
に
對
す
る
.事
業
は
こ
れ
で
終

b
を
吿
げ
た

o 

::
:
:
;
*
後
は
シ
モ
ン
の
，

_
方
，の
：.：貴
：放
の
間
に
：不
一
和
を
生
じ

r
其
隙
に
乘
じ
て
補

.虜

.

.に.せ
ら
れ
て
居
つ 

.
穴

皇

太

子

エ
ド
ヮ

'
1ド
は

.竊
が
.に
逃

^
出
し
て
兵
を
擧
げ
、ィ
|-ヴ
シ
ャ
ム
の
戰
に
シ
モ
ン
が
： 

戰
死
し
た
が
爲
、彼
の
事
業
は
忽
焉
ど
し
て
頓
挫
し
た
の
で
あ
る
。
丨
兎
に
.角
シ
モ
ン
の
國
會
は
、

r’べ̂^^

其
の
召
集
莕
の
動
機
：の
如
何
に
拘
は
ら
す
、英
國
庶
民
院
の
發
展
に
取
つ
て
は
重
大
な
る
诗
期

r 

4 

.

.

.を

.

_

し
.

*

0

.で
あ
る

0

' 

, 

„ 

、

‘ 

-

£

)

.

.

. 

：  

.

.
ニ

一

六

3£
年
.か
ら4

 

ニ
.九
、五
年
に
：至
る
間
、英
吉
刹
の
國
會
は
引
續
き
不
確
定
な
る
試
驗
の 

時
代
に
入
つ
：た
。

H,

ド
ヮ
ー
ド
一
世
の
治
世

'の
.
.初
.年
に
度
々
國
會
を
關
い
て
、州
騎
士
は
輝
是 

等
の

.國
會
に
召
集
せ
ら
れ
た
。
併
し
乍
ら
矣
國
：の
國
會
の
將
來
の
組
織
を
確
定
し
た
の
は
、

® 

に

.一
一
一
九
五
年
の
所
謂『

模
範
國
會』(Model parliament)

で
あ
る
。
此
：の
國
會
に
は
，貴
腹
、僧
侶

「

庶 

民

三

階

級

の

代

表
#:
が
擧
つ
.て
完
全
に
出
席
し
た

' 
其
の
稱
類
を
舉
げ
る
€
、大
僧

JE
、僧
正

、ft

I 

. 

.

.

. . 

! 

. 

. 

:

院
長
，太
守
、貴
族
は
、何
れ
：も
：州
奉
.行
を
通
じ
：て
召
集
せ
ら
れ
た
、各
州
か

.
6
の
二
人
の
騎
士
、都
市 

選
擧
區

(

tra
r
o
u
g
h
)

か
ら
の

一

一
人
の
代
表
者
ど

^

に
、出
席
し

.

.
の̂
で
あ
る
。
又

‘副
監
督

(archdea—
V
:
.
.
,
.
.

.'

:

.
 

.
 

. 

.... 

.

.

..

.

.
* 

.

.

.

.

. 

. 

. 

* 

.

8
n

)

各
僧
正
管
區
，の
僧
侶か

：：

ら
の
代
表
者(proctors)

が 

一
一
A
各
大
伽
藍
の

' 僧
官
會
議
か

ら

の 

.代
：表
者
が
 

一1.
,人
、是
等
は
何
れ

■

も
僧

IE
を
通
じ
て
召
集
せ
‘ら
れ
た
。
是

.等

.の
僧
侶
の
代
表
者
の 

中
、大
僧
正
及
び
懷
辩
は「

何
れ
も
敎
會
'及
び
學
問
の
代
表
者
で
し
；て
、丑
.つ
は
'國
S
の
官
斑
其
し 

國
會

.：に
出

.席
し
、僧

.：院
：長
，及
び
僧
院
副
長
は
富
裕
'な
る
土
地
を
所
有
す
る
法
人
圓
體
の
代
表

第
十
芄
怨

(

一〇九七)

論

說

英
國
國
會
制
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起
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第
八
猇
三
六 

翁
ビ
し
て
忍
集
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る

^
ジ
ョ
シ
王
の
時
か

’ら
八
十
餘
-年
を
通
じ
て
漸
次
發
達 

し
來
つ

‘た
英
國
會
は
、

H
ド
ヮ
ー
ド

一

世
の
模
範
國
會
に
ょ
つ
て
、觅
も
狗
も
形
式
上
芫
成
を
.锆

.

-

:

げ
：.た
の
で
あ
る
。

; 

' 

,

;

,
: 

, 

.

.

.

. 

;

.

 

衾)
.
-……

'

 

...
 

.

.

.

.

.

.

.

.

..

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

,
.

——

.
,
•
! .

. 

.

揽
範
國
會

•は
英
國
：憲
.法
史
上
に
：

1

時̂
；

を
1|
^
る
も
の
で

.あ
る
か
ら
、私
は
此
の
機
會
に 

於
て
、當
持

0
英
國
、々
會
の
組
織
雄
に
之
を
構
成
し
て
屈

0
/2
所
の
植
ふ
の
耍
素
に
鱿
て
：少
じ

■ く
說
明
を

^
へ
た
い
。
先
づ
第

|:に

#'
:
族
と
は
如
何
な
る
階
級
を
指
す
の
で
あ
る

か
す
云
ふ

• 

: 
. 

•. 

•
. 

.

.ヒ
、古
い
言
葉
に
，

eorl

ビ

ceorl:

と
云
ふ
，言

.葉
が
あ
る
が
、前
漭
は
貴
族
の
生
れ
で

.あ
つ
て
、後
«
は 

,:
.;
自
由
の
生
れ
で

''
:は
.あ
る
が
：貴
い

(0
分
で
は
な
い
ミ
云
ふ
こ
と
を
蘀
味
し
て
：居
る

'0
古
い
法

#

:

.
に
.據
れ
ば

*
族

ビ
貴

族

，に.非
る
«
と
の
，差
別
：は
、數

.0
上
に
示
さ
れ
て
居
ヴ

.て、例
へ
ば

『

殺
入

!®
' 

::

金』
(
w
e
r
g
g
)
(

註、
|)

の
如
き
ち
貴
族
の
人
を
殺

.せ；

.ば
幾
何
、貴

'族
に
菲
る
人

&-
雜
せ
ば
幾
例
ビ
、激

.

.
I

 

.
 

.
 

.

.

.

.

.

.

.

.
 

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

.

.

.

-

.

,

.

...... 

:

分

の
高
下
に

-依つモいろの羞が：
あつれ。

'
51
:
來
貴
族

S
云
ふ
や

ラな
特

>J
I
Iの
權
利
を 

"
持
つ
た
：階
級
に

.

這
：：

入
：
ぅ
た
：い
：

0
.は
 ̂

.

•»
.し
.
.て、そ
れ
を
許

.可
‘し
：成
.は
許
可
し
な
い
權
利
を
昔
炉
ら
持
つ
て
居

fら
な
か
つ
た
己

w

は
亂

, 

.-

:

/ 

/ 

' 
.. 

■ 

■ 

■ 

:
."
>
.:.
■

■ 

.

r

®
で
：あ
つ
て
、是
：等

の
0
求
を
決
定
す
る

.權
利
は
國
主
；か
.自
分
の
手
に
保
留
：し
て
居
つ
た
や
ぅ

.

.

.

.

.

.

. 

-

♦ 

. .
■
.

.

.

.

.
 

-

で

あ
A
O
貴
族
に
な
む

^

い
ビ
云
ふ
要
求
の
あ
つ

'
ft
時
、
_

王
は
之
を
貴
族
院
に
諮
間
し
、貴
族 

院
：は

®

負
會
に

r
aff
i

しV
)
®

れ
が
，調
：査

.を
な

^

し
.め
、其
の
結
果
を
國
王

'に
®
.命
す
る

t
、國
王

.

が
之
に
對
し
て
！：

®
を
.す
る
、之
は
憲
法
上
の
慣
例
で
あ
つ
て
法
律
で
は
な
か
つ
れ
"
何
ほ
序

<
 

.

.

.

. 

- 

•

に
；1

,霉
し
た
い

.の
，は
、

-̂
吉
利
で
は

®
.か
ら

I國
主
が
斯
の
如
く
貴
族
に
封
す
る
權
利
を
保
留
し

て
居
り
た

ビ

.同
'時
に
、一
代
貴
族
々

life peer)

を
作
る
權
利
を
有
り
て
居

.つ
-た
。
所
が

1

八
五
六

,►
 

•

 ■

 
•

 

:

 ■

 

-

,年
.
女
*

.

クィクト

.^ .

ァ

は

國

會

，に

法

棒

：上
：の

知
_

の
豐
富
な
る
人
を
參
列
せ
し
，む
る
必
要
か
ら
、
 

.
サ
|

'

ジ
- :
!

ム
ス

•

パ，—

ク
ス
を
一
代

«

族

、
し
て
貴
族
院
に
列

®

せ
'
し

め

，や

ぅ

ビ

し

た

观

が

、

:

當
；時
の
貴
族
院
は

_
主
.が
,.
:1

:^:

貴
族
を
 

は
昔
は
あ
つ
た

.か
卸
ら
ぬ
が

、
®
早
何
西

年
の

久
し
，
，
に
亙
つ
.
.て：
其

の
權
利
を
行
使
し
な
い
の
で

あ
る

か
ら

-消
滅
し
た
.も
同
様
で
♦
る

•

■J
.
/ 
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.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

. 
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.ビ
云

o
て
r

議

を
喂

'へ
fe
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を
こ

で
.
‘ゥ
ィ
ク
.ト
ッ
ァ

女
皇
'

は
已
I f

を
得

.ず
、̂
|
*
、シ
ユ
ー
ム

ス
*

ハ
 

丨
ク
ス
を
ク

.
>シ
ス
レ
ー
デ

1

\

與
爵
に

I封
じ
て
、本
當
の
世
製
貴
族
と
し
て
貴
族
院
に
列
席 

せ
じ
め
た
例

.

.が
あ
：る
。

,
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o

ァ
シ
グ
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サ
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ソ
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國
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傲 
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號
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こ
 

：
：:钌
；忠、小
貴
士
を
殺

.せ
ぱ
六

.西
旗
，國

'
.王
0
貴
士

|:
對
’
.し
1
は
千ir

百
志
、

£
&0§
吕(

大
守)

|:
對
.，し/て
 

.
 

.
:■
'は
國
王
の

.貴
‘士

:̂
>
:
:
倍
籾

、aoaeldg (

王
族)

じ
對
し

%
u.國
主
の
貴
士

 

•の
三
：倍
、國
HE
-
知
弑
し
t:
る
も
の

■

.

は
通
例
國
王
：

0
货
士

^
.殺した者の

‘六
命
と
泣
め
ら
れ
て
店

?:
。

.
, 

•

,
.

.

.

.

.

.

.

人

：：'
:
.
;,

 

Z 
,

(

七)
：.：
•.'

 

.

.

.

 

.

、，
斯
0
如
く
貴
族
：を
新
，じ.く
作
る
權
利
は
國
王
の
手
に
保
留

3
れ
て
居
、つ
た
の
で
ぁ
る
が
、然

.

.

.
:ら
ば
其
の
貴
族
の
输
類
ば
ど

)
5:「

で
ぁ
る

^
と
云
：ふ
ビ
、ノ
ル
マ
ン
征
服
：以
前
に
當
つ
て
ポ
統
肯

.
族

(
N
o
b
i
l
i
t
y

 

b
y

 

b
i
r
t
h
)

と
云
ふ

の

は

、

^
地
權
の
貴
族

(
N
o
b
i
l
i
t
y
,

 

b
y

 

t
e

n
u

r
e
)

及
び

官
職
の
貴
族

5̂
。

2:
_ 

, 

ilty

c ry

 

o
f

n
c

e
)

等
の
爲
に
其
の

.地
位
を
取
つ
て
代
ら
れ
る
や
ぅ
に
な
つ
た

.0
而

し

て
ノ
，
マン

:怔
服
以
後
、

*
族
の
階
級
は
稱
々

.雜
多
に
な
り
、之
を
精
密
に
區
別
す
る
こ
ビ
は
困
雛
に
な
つ
て

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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•
 

.

.

.
來
れ
。

V

結
局
財
政

v

軍
事

W
Iが
：漸
次

.貴
族
の

.階
級
の
間
の
境
界
線
を
引
く
や
ぅ
に
な
つ
た
。

.

‘

.

.即
ち
大
貴
族
ビ
小
貴
族

•の
區
別
を
云
へ
ば

^
貴^

(
crarones majores}

は
直
接
國
王
の
召
命
に
.接 

 ゝ

：

しV

:®
事
財
政
の

®

»
に
與
る
か
で
：：ぁ'り
て
、其
の
保
有
す
る
土
地
は
之
を

r

貴
族
領

』
(barony) VJ.

.

.稱
す
る
。

小

貴
族

：

(barones minores)

は
州
奉
行
を
通
じ
て
國
王
に
召
命
せ
ら
れ
、其
の
納
耽
の
赋

V 

課
.の
如
き
も『

騎
士
知
：行』

^g
^
s

 fee )

に
依
る
の
で
ぁ
る
が
、

0

王
の

.直
接
拜
領

■者(tenants 

o

f
 

.

た
る
點
に
於
て
は
大
貴
族
ビ
同
樣
で
あ
る
。

 

V

貴
族

®

保
有
權

(

忒
目
s t

y

 

b
a
r
o
n
y
)

ど
騎
士
奉
仕
保
有
權

(tenure 

b
y

 

knight 

service)

と
の
區

B 

は
、種
々
學
：者
の
間
に
議

.論
が
あ
る
け
れ
ど
：も、

®

竟
判
明
し
な
い
の
で
あ
る
。

ス
タ
ッ
ブ
ス
慣
正 

日〜

''
■

.
;
:
;

 )

.

:
貴
族
た
る
の
名

®
苦
く
は
資
；格
が
、元
來
釆
地
を
下
賜
せ
し
時
に
許
さ
れ
し
か
、乳
後
承
認 

*ナ
ら

.れ
し
か
を

.決
す
る

乙

ビ
は
、恐
ら
く
不
可
能

.で
'あ
ら

5;
c 
.

0

人
は
今
日
貴
族
の
知

f

1 

賜
の

.證
據
を
有
せ
ざ
る
故
に
、如
何
な
る
方
式
に
ょ
つ
て
土
地
を
取
得
す

.：る
を

5
E

は
ず
國
王 

.
が

4-
別
に

'̂
集
狀

■を
發
し
た
る
は
即
ち
保
有
權
が
貴
族
的
な
る
こ

W

別
言
す
れ
ば
士
地
の 

::

:所
ぎ
者
に
し
て

#:
別
の
：召

«
狀
を
得
る
資
：格
：あ

'る
翁
の
土

#
は
所
謂

r

貴
族
領

』

な
り
と
斷 

す
る
を

^
全
な

^
'
,

V

 
す
云
々

(nBstitutisai History, vol.n. § 189)

ビ
。
.
そ
れ

.か
ら

.僧
_

_
等
は
所
謂
耸
族
領
を

.占
有
％
す
ヒ
の
理
由
ょ
り

.國

.會
に
列
，：席
し
な 

い
や
ラ

に

な
つ
作
の
で
あ
る
が
、耶
も
貴
族
領
.を
有
せ

H
.

る
故
を
以
て

r

俗
貴
族
が
國
會
出
胳
を 

免
せ
ら
れ
し

^
否
や
ビ
去
ふ
こ
と
は
審
か
で
な
い
。
併
し
乍
ら
貴
族

.領

.を
有
し
て
居
る

.翁
は
、
 

國
會
に
特
別

に
.

召
集
せ
、ら

れ

た

る

も
0
で
.あ

る
€

云
ふ
理
論
、
餘
程
規
則

'1
£
し

.
S導
守
せ
ら 

第
十
五
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〇
1
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論
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制
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國
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會
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趣
原

 

.
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f

號

四

o 

れ

'7
^
.や
ぅ
で
あ
る

-°
所
が
べ
ン
リ
ー
六
世
の
時
に
、

『

特
許
狀

^.Letters 

patent)

.を
以
て
貴
族
を
封 

.す
る
の
慣
例
が
開
か
れ
た
。
此
の
こ

^

は
後
の
章
で
觅
に
說
明
す
る

.檀
&

で
あ
る

o 

‘

.
國
會
，
R

«

せ̂
ら
る
く
權
利
は

、
±
地
冷
共
に
移
動
す
る
も
の
、
や
ぅ
に
思
は
れ
て
居
つ
た 

の
で
あ
る
が
、一
六
六
九
年
に
フ
ィ
ッ
ツ
。ォ

ー

グ
タ
1

^

ミ
^
？)

が

*

*
た
ら
ん
と
要
求
し
た
こ 

年
に
對
し
て
、時
の

*
密
院
は
斷
然
反
對
の
裁

:̂
を
下
し
た
。
今
日
で
は
貴
族
領
を
持
つ
て

® 

る
人
で
も
、貴
族
院
の

«
席

*
要
^

す

る
、
ヶ
ビ
は
出
來
な
ぃ
ゅ
詰
り
貴
族
院
忙
列
席
す
る
資
格 

は
、|國
王

.
&特
別
召
集
狀
を
衝
す
る
者
に
限
つ
七
居
る
。
ブ
ッ
ン

(P

丨

rynne )

ビ
云
ふ
學
翁
は
‘、

一

冏 

或
は
一
.囘
以
上
國
會
に

召

集
せ
ら
れ

て
、典
後

召
集
せ
ら
れ
な
か
つ

/a
幾
多
の
場
合
を
列
舉
し 

V

居
る
が
、
ス
：タ
ッ
ブ
ス
；僧
正
；は
之
に»:
し

，羅
覚

•ブ
タ
レ
の
列
摩
し
穴
是
等
の
場
合
は
未
了
年

;« 

特
別
の
場
合
で
あ
る
ビ

I
、召
集
は
世
製
的
で
あ
る
と

斷

言
し
て
居
る

|0
0
&印
&
0
3
1

History, III 

§
751 note )。

S

れ
に

も

せ

ょ

.、
國
王
は

j 

.度召
集
せ
.ら
れ
て
議
席

を
：取

0
た
人
の
子
孫
に

®]
*
し 

て

、
，
召
集

.狀
を
發
す
.る
こ

と

虹

1

定
の
规
則
ビ

な

つ

れ"

而
も
迢
集
せ
ら
れ

た
こ
と
ば
か
り
で 

な
ぐ
、
議
席
を

取つたど

云
ふ

こ
ビ
が
證

明
せ
ら
れ
な
け
れ

ば
.可
け
.な

い
の
で
、■
席
を

取る

迄 

は
其
人
は

^

だ
赀
族
で
似
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
の

こ

ど
は
、一

六

七
三

年
の

クリフトン

貴

^故；！̂̂
!:̂

^̂
.:!:

族
領
：
'

c
c
f

 

b
a
r
o
n
y
)

の
，

裁
！
； 

_

件
の
時
に
斷
然
決
定
せ
ら
れ

* (

I

n

, Parliament 

? 19
9)。

，

,國
"王
は
國
看
に
於
て
國
政

»
論
の

#
.考
に
供
す
る
爲
特
に
裁
判
^
を
指
名
し
て
刿
席
せ
し 

め
た
。
所
が
是
等
の
截
判
宵
は
貴
族
領
を
持
っ
ィ
居
る
譯
で
も
な
く
、

|0
ょ
り

:ft
族

で

.
は

な

い
 

^
ご

^
れ
.は

/'k

マ
ン
王
朝
の

‘
.時代
か
ら
國
會
が
最
高
の

‘同
法
機
關
と
し
て
、̂
ち
英
障
の
大 

審へ院

.芦
し

1:
の
事
務
を
執
る
場
合

R
、普

m
の
貴
族

.院
議
員
で
は
法

#
の
知
識
に
缺
け

v
厨
る 

と
云
ふ
理

*
か
ら
、特
に
法

#
の
.知
識
あ
る
，裁
刺
官
を
列
席
せ

.し
む
る
例
を
輝
い
た
。

If
!!も
是 

等
の
法
官
は
實
隙
の
貴
族
で
な
く
、從
つ
て
投
禀
權
名
有
せ
ず

"又
漱
め
ら
る
、
に
非
れ
ば
發
言 

す
る

乙
ビ
も
出
來
な
い
。
要
す
る
に
、特
種
の

i

代
貴
族
に
過
ぎ

§

か
の
で
あ
る
パ 

’
.

：：(

八)
.

:

.
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以
.上
は

k
ド

_
ヮ

ー

ド
::
'
:
1
:
怔

0;
時
代
ド
於
け

.る
英
國
の
各

«
の
貴
族

Q

區
'別
で
あ
.る
％

次
に 

大
憲
章
の
中
の
所
謂
小
貴
族

-crsser baronsy

か
、を
れ
か

.ら
八
十
年
を
經
.た

.一
 

こ
力
五
卸
の
模
貌 

國
會

•の
.州
の
代
表
騎
士
に
な
る
の
に
、如
柯
な
る
、徑
路
を
經
七

’來
ガ

か
ビ
云
ふ

乙

と

を
研
究
し 

*

い
。
所
謂
國
王

0

直
每

‘の
中
の
小
貴
族

3
’B
o
r 

teilt-in-CHef)

は
、國
王
の
.泊
接
の
家
來
で
あ 

名
士
云
ー
ふ
點
に
於
て
'崎
決
し
て
大
货
族
ビ
撰
ぶ
所
は

^
い
。
併
し
乍
ら
其
の
，領
地
じ
大
小
の

:

笫
十
五
盤

C
1
T
〇
ill)

^

'
說

‘爽
物
押
會
制
度
り
起
麻
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の
起
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,

差
：が
；あ

る
ビ

云
'ふ
の
で
、大
：，貴
族
は
ノ
ル
マ

X

國
會
に
も

.特
別
召
集
狀
-を
受
け
で
大
概
は
必
ず 

出
席
し
た
け
れ
ど
、释
等
の
，

_
か
の
騎
士
領
を
持
つ
て
居
た
所
の
小
貴
.族
は
、召
集
狀
を
受
け
た 

か
受
け
な
か

:.
つ
た
：か
、
を
こ
解
疑
問
で
ぁ
る
が
、兎
，
.じ
角

.'小
貴
族
め
大
部
分
は
出
席
し
な
か
つ
た
。

そ
れ
で
後
に
州
の
騎
士
に
な
つ
た
：ぶ
，貴

族

へ

ば

特

別

の

一

階

級

を

造

る

•
 

.

.

.

.

.

 

. 

. 

.
 

.

ベ

き
で
あ
つ
た
。
所

が

其
州
の
裁
：判

.所(

裁
判
所
ビ
云
ふ
の
は
即
ち
州
.脅
で

あ

る

)

で
、一
緖

に
'

政

,•
 

.... 

.

.

.

.

.
パ
.
：
.
.
-
:

務
に
當
，つ
て
、居
つ
た
封
建
の
所
：謂

陪E
ヾ

」

較
ベ
る
ど
、

^
は

.一
段
上
で
あ
る
に
拘
は
ら
ず
、是
等 

自
由
玛
で
は
あ
る
が
兎

•に
^
陪

g
の
入
夕

w

同
列
に

.，伍
す
る
や

5.
に
な
つ
た
。
言
葉
を
換
へ 

.て
云
へ
、

K
今
迄
國
王

_の
：直
臣
：で
あ
る
小
'貴
族
ど
、自
曲
民
：で
は
あ
る
が
陪
©
で
あ
る
人
ビ
の
區 

別
；が
、自
然
と
明
炉)

で
：セ
く
な
つ
て
了
つ
れ
。
嚴
れ
は
何
故
か

e
云
へ
ば
、借
地
を
又
贷
す
る

『

再

.
! 

.

1

:;
'
.::
:'
.. 

. 

.

. 

; .
.

. 

. 

.

封
逾

』(s&-

3*feudat

o*ny

が
碰
に
行
は
れ
る

や
：ぅ
R

な
つ
て
、
®

地
權
が
非

®

に
複
雜
に
な
つ
て
來 

k
か
ら
で
あ
る
，
尙
ほ
說
明
を
加
へ
る
な
；ら
ば
、國
王
の
直

[3
で
あ
る
小
貴
族
ょ

K
Vも
、再
封
建 

P

依
，つ
て
土
地
を
占
有
し
セ
居
る
陪

e:
0
方
，が

.却
つ
て
务
く
の
土
地
を
：保
有
し
て
居
る

€
云
'

’. 

.

.— 

-

:

.

.

.

.

.
 

; 
-
J
f

ふ
こ
と
で
、其
間
の

區
：：

別
1が
'割
■然
出
來
な
い
や
ぅ

R
な
つ
て

.來
た
。
そ
こ

-̂「

ニ
九
〇
年
に

®

■ 

K 

.
 -

.

.

.

.

.

.

封
建
を
禁
中
る

.所
の

Q
s.
a E

m
p
t
o
r
e
s

r:
-
云
ふ
法
律
が
制

定
人
さ
.れ
た
。；
此
の
：法
律

'に
依
れ
ば

、

•

今
灸
自
由
民
は
欲
す
る
所
に
任
せ
て
、其
の
土
地
及
，び
不
動
產

(tepeml). 

®
く
は
そ
れ
ら

.

.:

9 

ー
^

を
賣
却
ず
ふ
ポ
ポ
逾
法
ね
る

^
し
、即
ち
自
由

‘保
荷
地
讓
受
人
兌

ofee)

は

S
由
保
荷 

.地
讓
漉

A.(

で。味
0

V3

が
：
從

‘來
負

a

t
通

.'
!
)-0
奉
仕
及

S

慣
習
に
從

ひ
て

P 
一
 

土
^
或
は
不
動 

'
«
を
直
ち
に
讓
渡
人
の
地
主
丄

&
保
有
す
る
を
得
べ
し
，

規
定
せ
ら
れ
れ
。
尙
ほ
同
時
に

「

今
後
は
騎
士
.の
資
格
に
必
要
な
る

一

定
の
財
産
を
有
す 

る
總
七
の
潘
は
、借
地
法
に
依
：っ
て
：そ
れ
ら
の
土
地
を
保
有
し
て
居
る

i

 

I

問
は
す
、其
の
、

-

^
立
化
ぎ
す
る
特
權
友
び
賫
任
を

-货
ば
グ
る
可
が
ら
中

」

す
命
令
せ
ら
れ
た
。
之
を
騎
士
の
強 

制

-;
:
:稱
.せ
ら
れ
る
？
逛
に
彻
の
法
律
を
例
を

«
げ
て
說
明
す
る
、
本
法
に
俄
り
て
、

今
後

若
し 

 ̂

? 

A
;
.

ら
土
也

〜

借

&
て
居
る
ビ
し
て
、其
，の
土
地
の
幾
分
を

e
に
讓
渡
す
ビ
す
れ
ば
、

0
は 

B
か
レ
讓
唳
け
る
乙
と
は

‘出
來
な
い
で
、今
ネ

 

け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ

S
、
規
定
せ
ら 

れ
た
，
即
ち
土
地
の
又

®
を
禁
じ
、如
し
て
新
た
に
莊
園

(

i
D
o
r

)

を
造
る

乙

と
を
防
い
だ
法
律 

で

ぁ

る
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一
 . 
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.
，斯
の
如
く
小
貴
族
は
漸
次
地
方

11
於
け
る
陪

®
く
.混
淆
せ

ら
'

れ
る

や

ぅ
.に
な
つ
た
の
で
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0
-
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第
八
怒

四四

Iる
が
、然
ら
は
是
等
の「

小
，貴
族
即
今
州
.の
鱗
士
と
は
、地
方
で
ど
ぅ
云
ふ
耽
府
に
携
は
つ
て
屈

ク
 

た
か
と
云
へ
ば

#|
裁「

判
：所
；に
於
て
他
の
种
々
な
る
地
主
ビ
稲
々
の
こ
ビ
を
共
に
し
た
。
叩
ち 

彼

等

は

陪

審

官

ビ
な
っ
て
裁
判
の
，事
に
も
當
ぅ
、又
地
方‘©/
判
所
の
.主
な
.る
事
務
で
あ
っ
た
軚 

税
の
評
債
の

.事
に
も
常
っ

^r

r

H
五
年
か
ら
ニ

 

二
五
四
^
の
間
に
於
け
る
地
方
裁
判
所 

の
&
も

*
し

L
仕

_
は
何
で
あ
つ
た
か

^
云
ふ

^
、租
税
の
評
價
の
ご
ヒ
で
：あ

.っ
た
。

一
. 
一一ニ
 

〇
年
に
は
ニ
人

‘の
合
钛
的
騎
士
を
し
て
耕
地
稅
を
評
價
し
そ
れ
を
徵
收
せ
し
め
ん
が
▲
、州
裁 

沪
所
全
員
の
會
議
で
，之

.を

選

出

し

た

。
、

を
：.

れ
か
ら

「

ニ 
ニ
五
年
に
は
、大
憲
章
が
洱
發
布
，せ
ら 

れ
た
代
り
に
ノ
广
マ
ン
國
會
：で
議
決
せ
ら
れ
た
十
五
分
，：一
税

を

：評

偾
し
徵
收
す
る
爲

R
#
聯 

合
邑
か

ら
騎
士
が
四
人
楛
撰
び
出
さ
れ
た

0
:

次
に
二

一一 
三

一
一
年
に
は

騎
士

の

數

は

分
ら
ぬ
が
、
 

，四
十

分

一
税

を
徵
收
す
る
爲
に
撰
ば
れ
た
が
、併
し
其
の
評
僧
の
方
は
違
っ
た
機
關
に
依
っ
て 

■行
は
れ
：た
：や
ぅ
，で
あ
る
。

最

狻

に

エ

ニ

111

七
年
に
は
、英
吉
利
王
國
を
通
じ
て
動
産
に
對
し
三 

十
：
分
；:1

:

税

•!
:

徵
收
す

.
る

爲
、右
と

10
1
.

:ー 
の
方
法
が
..用

ひ

ら

れ

た
。
.

,
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接
，游
領
者

f
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1

0

が
地
方
裁
判
所
に
於
で
、他
の
褪
誠
の
地
？

一
緒
に
な
？
 

陪
雜
官
ど

.
な
り
其
他
：納税

.
評
.

M

0. 
s
 

 ̂

0
 .1

般

.小

.

I

の
中
に
吸
收
せ
ら
：：れ

I

ぅ

S

.
つ
れ
。
而
し
で
彼
等
が
中
央
の
國

f

代
表
し

1-
/
2の 

の
：

小
！
で
あ
何

s

s

i
の？

は、
特
に
除
外
せ
ら
以
外
欲
て 

•
I
I

主
：

i
Q

 

J

れ
る
州
裁

3

S

ば
：
S

か
ら

5

 

{

の
州
騎
士
が
好
ん 

でi

♦
に
出
席
す
る

》」

ビ
を
期
待
す
る

 

'のは
稍

'困
雛
で

あ
つ
穴

の
.で、彼

S

出

f

 

i

1 

る
規
定
を
設
く
る
の
必
耍
が
あ
つ

-/
2

S
で
あ
る

W
の
如
く
大
貴

f

小
貴
族

i

の
？

：は
漸
次
に
遠
く
な
？

 

f

の
で
ぁ

.る
が
、小

貴
族
即
ち
州
の
騎

±

が
地
方
の
自

_
声
を
代
表
し
て
國
會
に
擊
る
ゃ
ぅ

S

っ
？

云 

' 

t
 

- 

: 

s
前
國

S

直

I

自
ら
國
翁
出
席
：す
る
權
利
が

I

た

I

其
の

I

を
縱 

レ
ん

ギ
そ
迄
行

は
な
か

0:
:ぬ
と

し
て

も
、
結
偏
之
を
拋
棄
す

X

K
至
ら

し
め
た
の
で
あ
る

W 

の
#0
.、し
て
大
貴
族
ビ
太
僧
正
、僧

.正
、僧
院
長
等
の

.

k
.

級
僧
官
が
結
合
，し
て
ー
定
の
國
體
ビ
な 

ニ
是
れ
は
前
に

.も
屢
威
べ
た

.や
ぅ

|

$

|
接
個

-人
に
對
す
る

I

狀
に
接
す
る 

m

0

* 

a
.
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.
*
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 ̂

t 

は
、此
，
の
很
'ネ
は
ー
第
令 

1

1

的
に

I

た
^
^

 ̂

に
、貴
族
，

f

.持
ら
て
ー
る
こ
ど
が
貴
族
院 

.に
减
：席
す
か

權
利

〕

の
_
據(

で
め

'̂
.ょ

^
も
、寧
ろ

1«
主
の
特
別
召
集
狀
に
接
す

る

こ
ビ
ヵ
,̂版 
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英
圏
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制
度
篇
原
 

雜
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院
に
列
す
る
の
權
利
即
ち
貴
族
た
る
の
權
利
ビ
な

ク

-

て
、一
度
此
の
權
利
を
得
た
者
は
代
々
之 

:を
子
孫
に
傅
へ
得
る

^
う
に

^
つ
て
來
ね
の
で
あ
る
。
此
の
大
貴
族

S
高
級
僧
官
の
：圓
體
は
、
 

^
ド
ヮ

I
ド，1
世
の

®
か
ら
貴
族
院

(1-Iouse of Lords)

ビ
稱
せ
ら
る
\
や
う
に
な
つ
た
の
で
あ 

る
が
、此
の

*
族
院
は
す
つ
〒
以
前
の
；布
謂
ィ

7

ン，國
會
時
代
か
ら
上
告
の
裁
剑
所
と
し

C 

"の
權
利
，を
行
つ
た
。

即

ぢ

貴

族

院

が

英

國

の

大

審

院

ビ

し

て

が

權

能

を

行
a
來
つ
た
の
で
あ 

る
0
所
が
此
の
最
高
裁
判
所
た
る
の
權
能
は

#]
の
ぎ
士
ど
か
部
审
の
代
議
士

ビ

か
後
に
庶
导 

院
に
屬
す
.る
人
令
が
、之
を
自
分
等
に
も
分
け
て
賓

a
た
い
ビ
云
ふ
や
う
な
こ
と

^
未
だ

#

r 

.
1

度
も
ま
張
し
た

_こ
ビ

0
な
い
：所
で
あ

5
。
即
ち
貴
族
院
に
の
み
特
別
に
屬
し
て
居
る
權
利 

で
'あ
る

0
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橋

■

誠
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一
-郧

向

‘ 

■

.
第
四
世
罈
の
交
に
於
け
る
諸
敎
.父
等
の
一
般
論
調
は
猶
ほ
基
督
及
び
使
徒
ビ
等
し
く
、謙
卑 

W

政
治

1

關
心

Z

他
琢
主

f

が
依
然

u

f

支
配
し
つ

• 

Vぁ
b
し
を
觀
る
？

。

7

ィ
ゼ
ー
の
物
ば
カ
ィ
ゼ

,

に
歸
し
义
れ
神
の
。物
は
神
に
歸
す
可
し

」

3

太
傅」

第
廿 

一一
.
.十、一

1
0 r

我
が
國
は
此
の
世
の
國
な
ら
ざ
る
な
り
し

( 「

約
翰
傅

」

第
十
八
章
第
三
十
六
節

)

。「

人 

に
從
ふ

'ょ
り
神
に

®
ふ
は
爲
す
可
き
の
事
な
リ

」

.

( 「

使
：徒
行

.傅」

第
五

.章
第
廿
九
節

)

。「

上
に
在
つ 

.て
權
を
掌
イ
る
ま
に
凡
て
人
々
服
ふ
可
し
、を
は
紳
ょ
り
姐
で
ざ
る
權
农
く
、凡
そ
有
る
所
の
權 

は
'神
の
立
て
賜
ふ
：所
な
れ
ば
な

4

十(

I

f

十

fH
章
第

1

節
以
下
第
七
節
參
照

)

。

「

爾 

贤
、主
の
：

S
に
凡

i

人
の
立
つ
る
所
の
漭
に
服
へ
威
ひ
は
上

^
在
る
王
、或

a
は
惡
を

tr
ふ
潘
を 

罰
し
、善
を
行
ふ
漭
を
賞
む
る
爲
め
に
王
：ょ
ら
遺
さ
れ
れ
る
方
伯
に
服
ふ
可
し
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